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■	「
地
域
貢
献
度
」６
位

　
日
本
経
済
新
聞
社
が
発
行
す
る

「
日
経
グ
ロ
ー
カ
ル
」
誌
上
で
発
表
さ

れ
た「
大
学
の
地
域
貢
献
度
ラ
ン
キ
ン

グ
２
０
１
７
」に
お
い
て
、本
学
が
全
国

７
４
８
の
国
公
私
立
大
学
の
な
か
で
総

合
６
位
に
、国
立
大
学
の
な
か
で
は
大

阪
大
学
・
信
州
大
学
・
鹿
児
島
大
学
に

続
く
４
位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
１
年
間
の
実
績
と
い
う
よ
り
も
、

Ｃ
Ｏ
Ｃ
や
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
を
は
じ
め
と
す
る
、

こ
れ
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
・
産
学

連
携
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、本

学
に
と
って
大
変
喜
ば
し
い
ニュ
ー
ス
で

し
た
。

　
こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
と
り
わ
け
注
目

し
た
い
の
が
第
１
位
と
な
っ
た
大
阪
大

学
で
す
。大
阪
大
学
と
い
え
ば
、本
学

と
同
様
、文
部
科
学
省
の「
世
界
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
研
究
拠
点
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
Ｗ

Ｐ
Ｉ
）に
も
採
択
さ
れ
た
我
が
国
屈
指

の「
研
究
大
学
」で
す
。そ
の
大
阪
大

学
が
、研
究
だ
け
で
な
く
地
域
貢
献
に

お
い
て
も
、確
実
な
成
果
を
挙
げ
て
い

ま
す
。
本
学
も
今
後
、「
北
陸
の
重
点

平
成
25
年
度
か
ら
始
ま
っ
た「
地（
知
）の
拠
点
整
備
事
業（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
）」が
平
成
29
年
度
を
も
っ
て
終
了
す
る
。

福
森
義
宏
理
事
に
本
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
成
果
を
総
括
し
、今
後
の
展
望
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

地
域
課
題
を
追
求
し
て
世
界
と
伍
す
教
育
重
視
の
研
究
大
学
へ

金
沢
大
学
理
事（
企
画
評
価
・
情
報
・
社
会
貢
献
担
当
）・
副
学
長  

福ふ
く

森も
り 

義よ
し

宏ひ
ろ

大
学
」と
し
て
多
様
な
人
材
養
成
、世

界
的
な
研
究
そ
し
て
地
域
と
の
連
携

を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■	

Ｃ
Ｏ
Ｃ
で
多
く
の
成
果

　
平
成
25
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
Ｃ

Ｏ
Ｃ
事
業
は
最
終
年
と
な
る
平
成
29

年
度
、総
仕
上
げ
を
迎
え
ま
し
た
。「
大

学
の
地
域
貢
献
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」で
評

価
さ
れ
た
よ
う
に
、こ
の
５
年
間
で「
教

育
」「
研
究
」「
社
会
貢
献
」の
３
本
柱

に
よって
多
く
の
成
果
を
得
て
い
ま
す
。

　
教
育
で
は
、自
分
が
学
ぶ
専
門
領
域

と
地
域
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
意
識
を

養
い
育
て
る
こ
と
を
目
的
に
、全
新
入

生
を
対
象
と
し
た「
地
域
概
論
」
を

新
設
し
ま
し
た
。そ
の
内
容
は
学
類
に

よ
って
、す
べて
異
な
り
ま
す
。国
際
学

類
や
電
子
情
報
学
類
、医
学
類
な
ど

の
よ
う
に
地
域
に
根
差
し
た
内
容
を

意
欲
的
に
盛
り
込
ん
だ
学
類
が
あ
る

一
方
、地
域
と
の
関
わ
り
が
難
し
い
学

類
も
あ
り
、今
後
、Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
を
回
し
て
次
な
る
ス
テ
ッ
プ
に
進
ん

で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
社
会
貢
献
で
は
公
開
講
座
な
ど
を

通
し
て
石
川
県
民
に
さ
ま
ざ
ま
な
学
び

の
機
会
や
知
の
空
間
を
提
供
。
大
学

キ
ャ
ン
パ
ス
や
金
沢
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
・

プ
ラ
ザ
の
み
な
ら
ず
、平
成
26
年
度
か

ら
は
遠
隔
地
配
信
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

よ
り
、珠
洲
・
小
松
サ
テ
ラ
イ
ト
を
設

け
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
活
動
は
Ｃ
Ｏ
Ｃ

終
了
後
も
継
続
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

■	

共
同
研
究
の
拡
充

　
産
学
官
の
枠
組
み
で
国
保
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
活
用
す
る
画
期
的
な
研
究

を
は
じ
め
、こ
れ
ま
で
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
を

通
じ
て
培
って
き
た
自
治
体
等
と
の
共

同
研
究
は
ま
だ
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で

あ
り
、Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
の
終
了
に
よ
っ
て

終
わ
り
に
す
る
こ
と
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。

今
後
、こ
う
し
た
共
同
研
究
を
い
か
に

し
て
継
続
し
拡
充
し
て
い
く
か
が
我
々

に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と

な
り
ま
す
。

　
そ
の
際
、珠
洲
市
の
寄
附
講
座
の
よ

う
に
、研
究
の
充
実
や
地
域
活
性
化
を

目
的
に
自
治
体
や
民
間
企
業
な
ど
か

ら
本
学
に
運
営
経
費
の
一
部
を
支
援

し
て
も
ら
い
、希
望
す
る
テ
ー
マ
の
研

究
に
取
り
組
む
体
制
を
構
築
す
る
こ

と
も
一
手
で
し
ょ
う
。

　
本
学
で
は
理
工
学
域
の
改
組
に
よ
っ

て
平
成
30
年
度
か
ら「
生
命
理
工
学

類
」
を
新
設
、そ
の
な
か
に「
海
洋
生

物
資
源
コ
ー
ス
」
が
誕
生
し
ま
す
。そ

れ
に
伴
い
、能
登
町
と
連
携
し
、水
棲

生
物
の
飼
育
場
や
実
験
室
な
ど
を
備

え
た
海
洋
生
物
資
源
に
関
す
る
教
育

研
究
施
設
が
整
備
さ
れ
ま
す
。
新
産

業
の
創
出
や
学
生
・
研
究
者
の
利
用
に

日経グローカル「大学の地域貢献度ランキング2017」

総合
順位 大学名 大学

種別
総合
得点

1 大阪大学 国立 89.0
2 信州大学 国立 86.5
3 鹿児島大学 国立 84.0
4 立命館大学 私立 83.0
5 北九州市立大学 公立 82.5
6 金沢大学 国立 81.5
7 群馬大学 国立 80.5
8 大阪市立大学 公立 80.0
9 大阪府立大学 公立 79.0
10 神戸大学 国立 78.0
11 岩手大学 国立 77.0
11 新潟大学 国立 77.0
13 愛媛大学 国立 76.0
13 兵庫県立大学 公立 76.0
15 徳島大学 国立 75.5
15 名古屋市立大学 公立 75.5
15 近畿大学 私立 75.5
18 島根大学 国立 75.0
19 関西大学 私立 74.0
20 横浜市立大学 公立 73.5

公開講座「親子で楽しむ手作り楽器教室」（2017年5月）
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よ
る
定
住
人
口
の
拡
大
に
つ
な
が
る
こ

と
か
ら
、拠
点
整
備
に
は
能
登
町
か
ら

多
大
な
協
力
を
得
て
い
ま
す
。

　
珠
洲
市
や
能
登
町
の
事
例
の
よ
う

に
、自
治
体
や
企
業
な
ど
共
同
研
究
の

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
支
援
も
重
要
で
す
。

■	「
合
宿
」で
意
識
変
化

　
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
を
通
し
て
、学
生
の
意

識
も
変
化
し
ま
し
た
。た
と
え
ば
平
成

29
年
、共
通
教
育
科
目「
地
域『
超
』

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
実
施
さ
れ

た
山
崎
光
悦
学
長
と
行
く
合
宿
を
例

に
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
年
４
回
、珠
洲

市
・
白
山
市
・
能
登
町
小
木
・
富
山
県

南
砺
市
五
箇
山
で
実
施
さ
れ
、山
崎

学
長
の
指
導
の
も
と
、新
入
生
た
ち
が

２
泊
３
日
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
民
泊
を

体
験
し
ま
し
た
。民
泊
で
は
食
事
・
掃

除
の
手
伝
い
の
ほ
か
、民
泊
先
の
人
々

と
語
り
合
い
、地
域
の
文
化
や
暮
ら
し

ぶ
り
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
実
際
に
地
域
に
出
掛
け
て
い
く
こ
と

で
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
し
て

手
軽
に
得
た
事
前
調
査
の
薄
っぺ
ら
い

知
識
や
先
入
観
が
現
実
と
は
ま
っ
た
く

違
う
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。事
実
、

多
く
の
学
生
が「
ネ
ッ
ト
で
地
域
の
こ

と
を
調
べ
て
も
意
味
が
な
い
。
現
地
に

行
っ
て
自
分
の
目
で
見
る
こ
と
が
何
よ

り
も
大
切
」
と
口
々
に
感
想
を
語
っ
て

い
ま
す
。こ
れ
も
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
の
成
果

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

■	

Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
に
活
か
す

　
と
は
い
え
、
本
学
の
大
学
憲
章
に

「
地
域
と
世
界
に
開
か
れ
た
教
育
重

視
の
研
究
大
学
」と
あ
る
よ
う
に
、「
地

域
」
に
だ
け
開
か
れ
て
も
不
十
分
で

す
。地
域
と
世
界
の
両
方
に
開
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。国
立
大
学
が
各
大

学
の
強
み
・
特
色
を
最
大
限
に
生
か
し
、

教
育
研
究
や
地
域
貢
献
の
た
め
、さ
ら

な
る
改
革
と
発
展
が
求
め
ら
れ
る
中
、

本
学
は
国
が
求
め
る「
３
つ
の
重
点
支

援
」の
う
ち
、卓
越
し
た
成
果
を
創
出

す
る
海
外
大
学
と
伍
し
て
行
く
道
を

選
択
し
ま
し
た
。

　
本
学
は「
地
域
か
ら
世
界
」を
目
指

し
て
い
ま
す
。Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
を
通
じ
て

地
域
の
課
題
に
取
り
組
ん
で

研
究
テ
ー
マ
を
発
見
、
地
域

志
向
研
究
を
追
求
す
る
こ
と

で
世
界
と
伍
す
研
究
に
発
展

し
て
い
く
事
例
も
数
多
く
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｃ
と
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
は
名
称

こ
そ
似
て
い
る
も
の
の
、本
学

単
独
で
実
施
し
て
き
た
Ｃ
Ｏ

Ｃ
と
、「
学
卒
者
県
内
就
職
率

10
％
向
上
」と
い
う
目
標
に
向

かって
県
内
８
大
学
、全
自
治

体
、企
業
が
一
丸
と
な
って
取

り
組
む
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
は
非
な
る
も

の
で
す
。し
か
し
、Ｃ
Ｏ
Ｃ
で

培
っ
た
自
治
体
と
の
連
携
な
ど
の
成
果

を
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
に
活
か
さ
な
い
手
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
は
平
成
29
年
度
を
も
っ

て
終
了
し
ま
す
が
、３
つ
の
柱
、ア
カ
デ

ミ
ア
部
門
、研
究
部
門
、イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ス
部
門
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
は
、国

際
基
幹
教
育
院
、
先
端
科
学
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
機
構
、地
域
連
携
推

進
セ
ン
タ
ー
等
で
継
続
し
て
実
施
し
て

い
き
ま
す
。た
だ
し
、教
育
、研
究
、社

会
貢
献
は
、そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
進
ん
で

い
く
も
の
で
は
な
く
、互
い
に
密
接
に

関
連
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
は
Ｃ
Ｏ

Ｃ
事
業
が
そ
の
架
け
橋
と
な
っ
て
き
ま

し
た
が
、今
後
は
、そ
れ
ら
を
オ
ー
ガ

ナ
イ
ズ
す
る
新
し
い
機
構
や
組
織
が

必
要
で
あ
り
、そ
の
設
置
に
向
け
て
努

力
い
た
し
ま
す
。

地域「超」体験プログラム「白山麓合宿」で人間力強化（2017年8月）
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モ
デ
ル
型（
推
薦
）５
件
と

新
規
開
拓
型（
公
募
）11
件
採
択

　
平
成
29
年
度
地
域
志
向
教
育
研
究

に
は「
モ
デ
ル
型（
推
薦
）」
と「
新
規

開
拓
型（
公
募
）」が
あ
り
、前
者
５
件
、

後
者
11
件
の
計
16
件（
前
年
度
15
件
）

が
採
択
さ
れ
た
。

　
平
成
27
年
度
ま
で
は
、「
ア
カ
デ
ミ

ア
部
門
」、「
地
域
ニ
ー
ズ・
シ
ー
ズ
部

門
」、「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
ラ
イ
フ

部
門
」の
3
部
門
に
分
か
れ
て
い
た
が
、

28
年
度
か
ら
は
こ
の
3
部
門
の
要
素

を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
も
、「
モ
デ
ル
型
」

と「
新
規
開
拓
型
」に
分
け
た
。「
モ
デ

ル
型
」
を
打
ち
出
し
た
の
は
、こ
れ
ま

で
の
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
の
成
果
を
端
的
に
表

す
モ
デ
ル
と
し
て
残
す
た
め
で
、教
育
・

研
究
・
社
会
貢
献
の
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ

た
取
り
組
み
を
選
定
し
て
い
る
。

地
域
に
腰
を
据
え
た

継
続
事
業
が
主
体

　
平
成
29
年
度
の「
モ
デ
ル
型
」５
件

の
う
ち
４
件
が
継
続
事
業
で
あ
り
、い

ず
れ
も
地
域
に
腰
を
据
え
て
研
究
・
教

育
を
重
ね
、成
果
を
地
域
に
還
元
す
る

と
と
も
に
学
生
の
成
長
に
効
果
を
挙

げ
て
き
た
。

　
「
モ
デ
ル
型
」の
研
究
概
要
を
見
る

と
、理
工
研
究
域
機
械
工
学
系
・
木
綿

隆
弘
教
授
の「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
と
地
域
発
展
を
考
え
る
学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
」で
は
、火
力
発
電

所
見
学
、太
陽
光
・
太
陽
熱
発
電
の
勉

強
会
、各
種
講
演
会
等
を
通
じ
て
学

生
が
同
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
知
識
を
深

め
た
。

　
医
薬
保
健
研
究
域
薬
学
系
・
加
藤

将
夫
教
授
の「
地
域
薬
剤
師
・
薬
学

教
員
連
携
に
よ
る
臨
床
現
場
で
の
課

題
解
決
に
向
け
た
教
育
研
究
融
合
型

能
動
的
授
業
」で
は
、学
生
が
実
習
か

ら
課
題
を
見
出
し
、解
決
に
向
け
て
研

究
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。

　
人
間
社
会
研
究
域
経
済
学
経
営
学

系
・
佐
無
田
光
教
授
の「
地
域
包
括
ケ

ア
と
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
の

展
開
」で
は
、高
齢
者
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
確
立
の
た
め
石

川
県
内
４
市
と
連
携
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
研
究
を
行
っ
た
。

　
新
学
術
創
成
研
究
機
構
・
須
釜
淳

子
教
授
の「
人
を
つ
な
ぐ
ツ
ー
ル“
自

分
史
の
樹
”展
開
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
は
、

看
護
学
専
攻
の
学
生
が
地
域
の
高
齢

者
と
の
触
れ
合
い
を
通
じ
て
高
齢
者

支
援
の
あ
り
方
を
学
ん
だ
。

　
医
薬
保
健
研
究
域
薬
学
系
・
佐
々

木
陽
平
准
教
授
の「
金
沢
大
モ
デ
ル

と
し
て
の
薬
草
を
通
じ
た
学
生
と
地

域
市
民
と
の
交
流
・
研
究
活
動
」で
は
、

白
山
市
で
学
生
が
地
域
の
方
と
協
力

し
て
薬
草
を
収
穫
し
、製
品
化
に
こ
ぎ

着
け
た
。ま
た
本
学
薬
草
園
で
は
学
生

が
毎
月
の
薬
草
勉
強
会
で
市
民
に
薬

草
に
関
す
る
解
説
を
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

地
域
の
課
題
解
決
を
目
指
す

　
新
規
開
拓
型
で
は
、「
津
波
避
難
計

画
の
計
画
内
容
の
充
実
度
の
評
価
要

因
」（
理
工
研
究
域
環
境
デ
ザ
イ
ン
学

系
・
沈
振
江
教
授
）、「
金
沢
版
外
国

人
児
童
受
入
れ
マ
ニュ
ア
ル
及
び
就
学

ガ
イ
ド
の
作
成
」（
理
工
研
究
域
機
械

工
学
系
・
岸
田
由
美
准
教
授
）、「
地

場
産
業
と
の
連
携
を
通
し
た
モ
ノ
づ
く

り
への
実
践
的
参
画
に
お
け
る
教
育
研

教
育・研
究・地
域
貢
献
の
バ
ラ
ン
ス
を

重
視
し
た
多
彩
な
事
業
で
成
果
挙
げ
る

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
に
必
要
な
人
材
を
育
成
し
、

「
地（
知
）の
拠
点
」と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
に

お
い
て
、地
域
志
向
教
育
研
究
は
中
核
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

最
終
年
度
と
な
っ
た
こ
の
一
年
の
取
り
組
み
や
成
果
を
レ
ポ
ー
ト

す
る
。

地域住民が撮った写真から「心の風景」を読み取る学生
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珠洲市

能登町

穴水町

輪島市

七尾市

中能登町

羽咋市

津幡町津幡町

金沢市

白山市

小松市

能美市

加賀市

宝達志水町

かほく市

野々市市

川北町

内灘町

志賀町【七尾市】●

� 須釜 淳子

平成29年度
地域志向教育研究MAP
�～� モデル型

�～� 新規開拓型
数字は本文中の通し番号を示す。

●【輪島市】

� 松村 恵里

●【金沢市ほか】
　� 加藤 将夫
　� 滝口 圭子
　� 岸田 由美
　� 藤生 慎
　� 沈 振江

【金沢市・野々市市・
白山市・かほく市・
津幡町・内灘町】●

� 寒河江 雅彦

●【白山市】

� ママードウァ アイーダ
� 畑 光彦
� 蜂屋 大八

●【金沢市・羽咋市
　七尾市・小松市ほか】
　� 佐無田 光

●【金沢市・白山市】
　� 佐々木 陽平
　� 都野 展子

【加賀市】●

� 佐川 哲也

【金沢市・七尾市】●

� 木綿 隆弘

究
」（
人
間
社
会
研
究
域
学
校
教
育

系
・
松
村
恵
里
特
任
助
教
）、「
北
陸

新
幹
線
金
沢
開
業
に
伴
う
石
川
中
央

都
市
圏
へ
の
影
響
分
析
」（
人
間
社
会

研
究
域
経
済
学
経
営
学
系
・
寒
河
江

雅
彦
教
授
）な
ど
、防
災
、教
育
、産

業
を
は
じ
め
と
す
る
多
彩
な
分
野
で

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
研
究
が

行
わ
れ
た
。

平 成 29 年 度 地 域 志 向 教 育 研 究 一 覧
No. 分 類 所 属 氏 名 課 題 名

01 モデル型
（アカデミア部門） 理工研究域・機械工学系 教授 木綿 隆弘 再生可能エネルギー利用と地域発展を考える学習プログラムの開発

02 モデル型
（アカデミア部門） 医薬保健研究域・薬学系 教授 加藤 将夫 地域薬剤師・薬学教員連携による臨床現場での課題解決に向けた教育研究融合型能動的授業

03 モデル型
（地域ニーズ・シーズ部門） 人間社会研究域・経済学経営学系 教授 佐無田 光 「地域包括ケアとエリアマネジメント研究会」の展開

04 モデル型
（地域ニーズ・シーズ部門） 新学術創成研究機構 教授 須釜 淳子 人をつなぐツール“自分史の樹”展開プロジェクト

05 モデル型
（インテリジェント・ライフ部門） 医薬保健研究域・薬学系 准教授 佐々木 陽平 金沢大モデルとしての薬草を通じた学生と地域市民との交流・研究活動

06 新規開拓型 国際機構留学生センター 特任准教授 ママードウァ アイーダ 留学生の視点によるユネスコのプログラム通じた地域資源の再評価

07 新規開拓型 人間社会研究域・学校教育系 教授 滝口 圭子 金沢大学生による未就園児保育の企画・運営の発展的追究：子育ての地域的共同と
教員養成カリキュラムの充実を目指して

08 新規開拓型 人間社会研究域・学校教育系 特任助教 松村 恵里 地場産業との連携を通したモノづくりへの実践的参画における教育研究
09 新規開拓型 理工研究域・自然システム学系 准教授 都野 展子 ボトムアップ効果（肥料）とトップダウン効果（農薬）の農業害虫への影響
10 新規開拓型 理工研究域・機械工学系 准教授 岸田 由美 金沢版外国人児童受入れマニュアル及び就学ガイドの作成
11 新規開拓型 人間社会研究域・経済学経営学系 教授 寒河江 雅彦 北陸新幹線金沢開業に伴う石川中央都市圏への影響分析

12 新規開拓型 理工研究域・環境デザイン学系 助教 藤生 慎 スマホから発信されるMACアドレスを用いた観光行動分析
～様々な交通手段で金沢を訪問した観光客を対象として～

13 新規開拓型 人間社会研究域・人間科学系 教授 佐川 哲也 大学が設置する円卓を通じた地域課題解決の提案と評価研究
14 新規開拓型 理工研究域・環境デザイン学系 准教授 畑 光彦 安全安心な高温人工乾燥薪製造にかかる環境技術「砂フィルター」の開発
15 新規開拓型 地域連携推進センター 准教授 蜂屋 大八 住民の「心の風景」を地域デザインとして言語化する
16 新規開拓型 理工研究域・環境デザイン学系 教授 沈 振江 津波避難計画の計画内容の充実度の評価要因

薬物に関する臨床現場の課題解決を目指す学生たち
太陽熱発電の体験

住民と学生による薬草収穫の風景
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演
会
が
開
催
さ
れ
、学
生
87
人
が
風
力
発
電
の
技
術
動
向
に
つ
い
て

国
内
外
の
事
例
を
学
び
、洋
上
風
力
発
電
の
開
発
状
況
、日
本
で

風
力
発
電
を
導
入
す
る
に
あ
た
って
の
社
会
的
問
題
点
に
つ
い
て
も

知
識
を
深
め
た
。

　
学
生
た
ち
が
提
案
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
策
で
は
、イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
電
源
を
風
力
発
電
で
ま
か
な
う
な
ど
の
ア
イ
デ

ア
が
出
さ
れ
た
が
、技
術
的
提
案
に
留
ま
り
、地
域
活
性
化
の
具
体

策
に
ま
で
至
って
い
な
い
。

　
平
成
25
年
度
か
ら
続
い
た
本
事
業
の
大
き
な
成
果
と
し
て
、再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
多
く
の
種
類
が
あ
り
、地
域
に
よ
って
異
な

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
特
色
を
十
分
に
利
用
す
る
に
は
地
域
の
人
々
の
協

力
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。ま
た
、多
く
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
現
場
を
訪
れ
た
こ
と
で
、地
域
の
人
々
と

の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
で
き
、さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
得
ら
れ
た
こ
と
も
大

き
な
収
穫
で
あ
っ
た
。こ
う
し
た
成
果
は
、今
後
、学
生
が
経
験
・
体

験
を
交
え
て
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現
状
を
学
ぶ
上
で
大
い
に
役
立
つ

も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
テ
ー
マ
と
し
た
平
成
25
年
度
か
ら

の
継
続
事
業
で
、29
年
度
は
発
電
所
見
学
、太
陽
光
・
太
陽
熱
発
電

の
勉
強
会
、講
演
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
活
か
し
て
学
生
た
ち

が
同
エ
ネ
ル
ギ
ー
への
知
識
を
深
め
た
。

　
平
成
29
年
４
月
に
学
生
19
人
が
、七
尾
市
の
七
尾
大
田
火
力
発

電
所
を
見
学
し
、技
術
者
と
の
交
流
を
通
じ
て
発
電
所
の
役
割
、バ

イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
可
能
性
と
課
題
な
ど
を
学
ん
だ
。

　
平
成
29
年
６
月
に
は
学
生
11
人
が
金
沢
市
の
湯
涌
温
泉
の「
氷

室
開
き
」
を
見
学
し
、氷
室
に
よ
る
断
熱
・
保
冷
技
術
を
学
び
、残

雪
が
持
って
い
る
冷
熱
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
試
算
し
た
。

　
平
成
29
年
12
月
の
太
陽
光
・
太
陽
熱
発
電
の
体
験
・
勉
強
会
で
は
、

学
生
６
人
が
太
陽
熱
利
用
に
よ
る
発
電
方
法
を
学
習
し
、発
電
量

を
上
げ
る
た
め
の
黒
色
塗
料
の
塗
布
、レ
ン
ズ
に
よ
る
集
光
な
ど
を

試
行
し
た
。
再
利
用
可
能
カ
イ

ロ
作
成
に
よ
る
蓄
熱
体
験
・
勉

強
会
も
開
か
れ
、学
生
６
人
が

参
加
し
た
。

　
平
成
29
年
12
月
に
本
学
自
然

科
学
本
館
を
会
場
と
し
て
、「
未

利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用

の
た
め
の
考
え
方
と
応
用
」
に

関
す
る
講
演
会
が
開
か
れ
、学

生
43
人
が
信
州
大
学
工
学
部

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
の
浅
岡

龍
徳
准
教
授
の
講
演
に
聞
き

入
っ
た
。30
年
１
月
に
は
同
本
館

で「
風
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
技

術
と
地
域
振
興
」に
関
す
る
講

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
活
か
し
て

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
学
ぶ

理
工
研
究
域 
機
械
工
学
系
　
木
綿 

隆
弘 

教
授

㆒
モデル型

　
平
成
29
年
４
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
10
カ
国
、27
人
の
留
学
生
が
、

白
山
市
白
峰
地
域
で
計
４
回
、６
泊
９
日
の
白
山
地
域
合
宿
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
取
り
組
ん
だ
。こ
の
事
業
は
地
域
の
持
続
的
な
発
展
を
目
指

す
ユ
ネ
ス
コ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る「
ジ
オ
パ
ー
ク
」、「
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
」に
認
定
さ
れ
て
い
る
同
地
域
に
お
い
て
、留
学
生
の
視
点
に

よ
る
地
域
資
源
の
再
評
価
を
行
う
の
が
目
的
。

　
「
白
峰
の
歴
史
、文
化
、生
活
な
ど
を
学
ぶ（
４
月
）」、「
白
峰
の

自
然
、山
の
恵
み
を
知
り
、地
元
の
人
と
触
れ
合
う（
５
月
）」、「
白

峰
の
産
業
を
体
験
し
、山
村
で
の
生
き
る
糧
を
知
る（
６
月
）」、「
白

山
ま
つ
り
に
参
加
し
、白
峰
の
ま
ち
づ
く
り
を
手
伝
う（
７
月
）」、こ

れ
ら
の
各
コ
ー
ス
の
活
動
を
経
て
白
峰
の
魅
力
を
ま
と
め
、発
表
し
た
。

　
白
峰
の
地
域
資
源
に
つ
い
て
は
、「
自
然
、文
化
に
恵
ま
れ
て
い
る

だ
け
で
な
く
、集
落
の
人
々
の
強
い
絆
や
つ
な
が
り
は
ほ
か
の
地
域

や
海
外
で
も
み
ら
れ
な
い
」
と
の
評
価
が
得
ら
れ
た
。白
峰
地
域
の

将
来
に
関
心
を
持
っ
た
留
学
生
は
、プ
グ
ラ
ム
終
了
後
も
同
地
域
の

人
々
と
連
絡
を
取
り
合
い
、訪
問
を
続
け
て
い
る
。

　
こ
の
事
業
の
活
動
成

果
は
、白
山
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
協
議
会
の
推
薦
に

よ
り
、平
成
29
年
９
月
に

イ
タ
リ
ア
で
の「
ユ
ネ
ス
コ・

人
間
と
生
物
圏
ユ
ー
ズ

フ
ォ
ー
ラ
ム
」で
発
表
し
た

ほ
か
、
第
８
回
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
全
国
大
会
で
も
発

表
し
た
。ま
た
国
際
学
術

雑
誌
への
投
稿
を
行
っ
た
。

白
山
市
白
峰
地
域
の
地
域
資
源
を
再
評
価

国
際
機
構
留
学
生
セ
ン
タ
ー
　 

�

マ
マ
ー
ド
ウ
ァ 

ア
イ
ー
ダ 

特
任
准
教
授

⓺
新 規
開拓型

「風力エネルギー利用技術と地域振興」に関する講演会

白峰地域でのフィールドワークに取り組んだ留学生

小形風車模型による風力発電の体験と学習
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金
沢
大
学
学
校
教
育
学
類
附
属
幼
稚
園
が
開
催
す
る「
ポ
ラ
リ

ス
広
場
」
は
、就
園
前
の
子
ど
も
と
保
護
者
を
対
象
と
す
る
子
育

て
支
援
活
動
で
あ
り
、月
に
１
回
、第
３
ま
た
は
第
４
金
曜
の
午
前

中
に
開
か
れ
る
。

　
９
時
15
分
か
ら
受
付
と
自
由
遊
び
、９
時
40
分
か
ら
10
時
20
分

ま
で
集
団
活
動
、10
時
20
分
か
ら
10
分
程
度
を
学
校
教
育
学
類
学

生
が
担
当
す
る
。全
体
の
企
画
・
運
営
は
卒
園
児
保
護
者
が
担
当

し
、学
生
は
設
定
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
基
づ
き
準
備
す
る
。第
３
回（
平

成
29
年
７
月
14
日
）は
参
観
、第
４
回（
29
年
10
月
20
日
）は
食
べ

物
の
手
遊
び
と
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、第
５
回（
29
年
11
月
17
日
）は

遠
足
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
と
大
型
絵
本
、第
６
回（
29
年
12
月
15
日
）

は
ク
リ
ス
マ
ス
の
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、第
７
回（
30
年
１
月
19
日
）は

顔
の
大
型
絵
本
を
実
演
し
た
。第
２
回（
29
年
６
月
23
日
）と
第
８

回（
30
年
２
月
16
日
）に
保
護
者
を
対
象
と
す
る
質
問
紙
調
査
を

実
施
し
、活
動
前
後
の
意
識
の
推
移
を
分
析
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
第
１
回
調
査
で
は
、参
加
保
護
者
か
ら「
子
ど
も
と
丁
寧
に
向
き

合
え
る
場
」「
視
野
が
広
が
り
新
し
い
発
見
が
あ
る
場
所
」と
い
う

意
見
が
、
運
営
保
護
者

か
ら「
子
育
て
を
共
に
す

る
み
ん
な
と
の
意
見
交

換
の
場
」「
保
護
者
同

士
の
つ
な
が
り
を
続
け

る
場
」
と
い
う
意
見
が

得
ら
れ
た
。
平
成
30
年

度
以
降
も
、学
生
に
よ
る

「
ポ
ラ
リ
ス
広
場
」の
一

部
の
企
画
・
運
営
を
継

続
す
る
予
定
で
あ
る
。

た
め
の
予
備
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

②
抗
真
菌
薬
の
代
謝
経
路
と
肝
障
害
の
機
序
の
解
明
に
つ
い
て

　
侵
襲
性
ア
ス
ペ
ル
ギ
ル
ス
症
と
い
う
病
気
の
治
療
に
用
い
ら
れ
て

い
る
薬
物
。ま
れ
に
肝
障
害
が
発
症
し
、特
に
小
児
に
お
い
て
発
症

頻
度
が
高
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。そ
の
原
因
が
こ
の
薬
物
の

代
謝
経
路
と
関
係
す
る
と
考
え
、原
因
の
解
明
に
向
け
た
予
備
検

討
を
行
っ
て
い
る
。

③
抗
凝
固
薬
と
他
の
薬
物
と
の
飲
み
合
わ
せ
で
生
じ
る
効
果
の
違

い
の
原
因
解
明
に
つ
い
て

　
心
筋
梗
塞
な
ど
の
再
発
予
防
に
用
い
ら
れ
る
抗
凝
固
薬
を
長
期

に
飲
ん
で
い
る
患
者
さ
ん
が
、別
の
病
気
に
罹
患
し
た
際
に
飲
ん
だ

薬
に
よ
って
抗
凝
固
薬
の
効
き
目
が
悪
く
な
る
人
と
悪
く
な
ら
な
い

人
が
い
る
。こ
の
原
因
の
解
明
に
向
け
た
予
備
検
討
を
行
って
い
る
。

　
３
年
間
の
継
続
事
業
に
よ
り
、実
務
実
習
を
通
し
て
学
生
が
課

題
を
見
出
し
、教
員
の
指
導
の
も
と
自
ら
そ
の
解
決
に
向
け
た
研

究
を
行
う
と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
回
す
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
た
。今

後
は
こ
の
サ
イ
ク
ル
の
効
率
を
さ
ら
に
高
め
て
い
き
た
い
。

　
地
域
薬
剤
師
と
薬
学
教
員
が
連
携
し
て
臨
床
現
場
で
の
課
題

解
決
を
目
指
す
平
成
26
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
で
、29
年
度
は
教

育
研
究
融
合
型
能
動
的
授
業
を
主
テ
ー
マ
に
事
業
を
推
進
し
た
。

　
薬
剤
師
の
指
導
の
も
と
、臨
床
現
場
で
実
務
実
習
に
取
り
組
む

学
生
40
人
か
ら
50
件
余
り
の
課
題
が
提
案
さ
れ
た
。そ
の
具
体
例

と
し
て
、「
テ
ー
プ
剤
に
含
ま
れ
る
薬
物
が
光
線
過
敏
症
を
起
こ

す
原
因
に
つ
い
て
」、「
わ
か
め
な
ど
の
海
藻
類
を
大
量
に
摂
取
す

る
と
、甲
状
腺
機
能
亢こ
う

進し
ん

症し
ょ
うに
用
い
ら
れ
る
薬
物
が
効
き
す
ぎ
る

原
因
に
つ
い
て
」、「
骨
粗そ

鬆し
ょ
う

症し
ょ
うに

使
わ
れ
る
薬
物
が
、添
付
文
書

上
で
は
、食
前
あ
る
い
は
食
後
に
摂
取
と
いっ
た
服
薬
時
間
の
指
示

が
な
い
も
の
の
、高
脂
肪
食
を
摂
取
す
る
と
体
内
へ
の
呼
吸
が
増

え
る
と
の
記
載
が
あ
り
、食
前
・
食
後
の
ど
ち
ら
に
服
用
す
れ
ば
よ

い
か
に
つ
い
て
」な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
次
の
三
つ
の
課
題
に
つ
い
て

は
教
員
の
指
導
の
も
と
、学
生

が
原
因
解
明
な
ど
に
向
け
た
予

備
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

①
抗
が
ん
薬
に
よ
る
血
管
痛
の

克
服
に
つ
い
て

　
あ
る
抗
が
ん
薬
を
投
与
さ
れ

た
患
者
さ
ん
で
血
管
痛
が
頻

発
す
る
。
そ
の
薬
の
作
用
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
考
え
た
と
き
に
、
血

管
痛
の
原
因（
仮
説
）と
し
て
、

活
性
酸
素
の
発
生
や
ナ
ト
リ
ウ

ム
チ
ャ
ネ
ル
と
呼
ば
れ
る
た
ん

ぱ
く
質
の
関
与
が
考
え
ら
れ
た
。

こ
の
仮
説
検
証
と
予
防
対
策
の

学
生
が
実
習
か
ら
課
題
を
見
出
し

自
ら
研
究
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築

保
護
者
と
学
生
が
と
も
に
つ
く
る

金
沢
大
学
の
子
育
て
支
援

医
薬
保
健
研
究
域 

薬
学
系
　
加
藤 

将
夫 

教
授

人
間
社
会
研
究
域 

学
校
教
育
系
　
滝
口 

圭
子 

教
授

㆓

柒

■ 地域志向教育研究

モデル型

新 規
開拓型

第７回活動（平成 30 年 1 月 19 日）にて大型絵本を読み聞
かせる学生

教員の指導のもと課題を見出す学生たち

教員の指導のもと予備検討を行う学生たち
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叅
モデル型

　
輪
島
塗
産
地
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
平
成
28
年
度
か
ら
の
継

続
事
業
で
、29
年
度
は
感
性
評
価
の
手
法
を
用
い
て「
打
ち
出
す
優

位
性
」を「
キ
ャッ
チ
フ
レ
ー
ズ
」や「
ナ
ラ
テ
ィ
ブ（
語
り
）」の
か
た

ち
で
言
語
化
し
、さ
ら
に
輪
島
塗
利
用
者
の「
声
」
を
数
値
化（
可

視
化
）す
る
作
業
に
取
り
組
ん
だ
。

　
参
加
者
は
学
生
29
人（
う
ち
留
学
生
18
人
）、本
学
教
員
４
人
、

外
部
教
員
２
人
、輪
島
市
の
パ
ー
ト
ナ
ー
２
人
の
計
37
人
。手
法
と

し
て
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ・
プ
ロ
セ
ス
モ
デ
ル
に
基
づ
き
、①
輪
島
塗
の

基
礎
的
知
識
の
共
有
、②
顧
客
状
況
・ニ
ー
ズ
の
把
握
、③
顧
客
分

類
と
タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
お
よ
び
輪
島
塗
価
値
の
洗
い
出
し
、④
他
者

と
の
差
別
化
と
イ
メ
ー
ジ
の
明
確
化
、⑤
市
場
への
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の

た
め
の
ア
イ
デ
ア
提
案
の
検
討
、を
中
心
に
実
施
し
た
。マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ・
プ
ロ
セ
ス
⑥
は
顧
客
と
の
持
続
的
な
関
係
構
築
で
あ
る
が
、こ

の
点
に
つ
い
て
は
①
か
ら
⑤
の
結
果
を
現
地
パ
ー
ト
ナ
ー
に
還
元
す
る

こ
と
で
、具
体
的
な
市
場
活
性
化
、顧
客
開
発
等
に
活
か
し
て
い
く
。

　
本
事
業
で
は
現
地
パ
ー
ト
ナ
ー
と
議
論
す
る
中
で
発
信
媒
体
の

提
案
を
考
え
、具
体
的
な
感
性
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
に
関
し
て
は
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
、リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、既
存
の
体
験
サ
イ
ト
、輪
島
塗
博
物

館
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
活
用
な
ど
を
検
討
し
た
。本
事
業
の
成
果
は
言

語
化
・
数
値
化
さ
れ
た
資
料
と
と
も
に『
文
化
資
源
学
研
究
18
号
』

と
し
て
刊
行
す
る
。

輪
島
塗
に
関
す
る
調
査
・
検
討
結
果
を
産
地
に
還
元

人
間
社
会
研
究
域 

学
校
教
育
系
　
松
村 

恵
里 

特
任
助
教

⓼
新 規
開拓型

得
る
な
ど
、学
際
的
な
学
修
・
研
究
活
動
と
な
っ
た
。

④「
介
護
離
職
の
実
態
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
実
態
、及
び
ソ
ー

シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
関
す
る
研
究
」（
羽
咋
市
）。卒
業
論
文
・
修

士
論
文
作
成
の
た
め
に
学
生
が
参
加
し
、学
際
的
な
学
修
・
研
究

活
動
と
な
っ
た
。

⑤「
高
齢
者
の
生
活
・
買
い
物
環
境
と
、食
生
活
、食
べ
る
力
、健
康

に
関
す
る
横
断
研
究
」（
羽
咋
市
・
七
尾
市
）

　
本
事
業
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
、平
成
29
年
９
月
に
本
学
、羽
咋
市
、

Ｎ
Ｅ
Ｃ
が
三
者
協
定
を
締
結
し
、今
後
の
研
究
継
続
に
向
け
て
の
体

制
を
強
化
し
た
。連
携
し
て
い
る
４
市
と
は
、今
後
も
共
に
研
究
活

動
を
続
け
て
い
く
。

　
ま
た
、先
端
科
学
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
推
進
機
構
内
に「
共
創
型
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
新
設
し
、研
究
活
動
を
継
続
・
発
展
さ
せ
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

　
本
学
の
３
研
究
地
域
の
研
究
者
で
構
成
す
る「
地
域
包
括
ケ
ア

と
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
」が
、高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
た
め
の
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
確
立
の
た
め
に
、石
川
県
内
の
４
市
と
連

携
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
を
行
っ
た
。

　
同
研
究
会
の
構
成
は
、人
間
社
会
研
究
域
５
人
、理
工
研
究
域

３
人
、医
薬
保
健
研
究
域
７
人
の
計
15
人
。外
部
連
携
機
関
は
小

松
市
、羽
咋
市
、七
尾
市
、金
沢
市
、石
川
県
歯
科
医
師
会
、協
会

け
ん
ぽ
石
川
支
部
、石
川
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合
、Ｎ
Ｅ
Ｃ
な
ど
。

　
平
成
29
年
度
に
行
っ
た
主
な
研
究
は
次
の
と
お
り
。（　
）内
は
連

携
し
た
自
治
体
。

①「
中
年
以
降
の
健
康
状
態
と
認
知
症
・
要
介
護
度
の
関
係
に
関
す

る
研
究
」（
羽
咋
市・小
松
市
）

②「
高
齢
者
の
健
康
状
態
・
要

介
護
度
の
デ
ー
タ
を
活
用
し

た
公
共
交
通
施
策
の
見
直
し

に
関
す
る
研
究
」（
小
松
市
）。

こ
の
研
究
で
は
、市
民
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
、ア
ン
ケ
ー
ト
の
作

成
・
分
析
等
に
学
生
が
参
加

し
た
。

③「
国
保
Ｄ
Ｂ
・
後
期
高
齢
者

Ｄ
Ｂ
を
活
用
し
た
災
害
時
要

援
護
者
の
分
布
と
対
応
に
関

す
る
研
究
」（
羽
咋
市
）。こ

の
研
究
に
は
、
卒
業
論
文
・

修
士
論
文
作
成
の
た
め
に
学

生
が
参
加
し
、所
属
研
究
域

以
外
の
教
員
の
指
導
助
言
を

高
齢
者
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
確
立
に
向
け

異
分
野
融
合
の
研
究
を
推
進

人
間
社
会
研
究
域 

経
済
学
経
営
学
系
　
佐
無
田 

光 

教
授

羽咋市、NECとの三者協定を締結

小松市の公共交通の現状について学ぶ参加者

輪島塗の価値や課題についてさまざまな
角度から検討
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■ 地域志向教育研究

　
化
成
肥
料
を
与
え
な
い
こ
と
で
害
虫
の
食
害
が
深
刻
化
し
な
い

と
い
う「
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
効
果
仮
説
」、農
薬
を
使
用
し
な
い
こ
と
で

食
害
が
深
刻
化
し
な
い
と
い
う「
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
効
果
仮
設
」の
検

証
が
研
究
の
目
的
。金
沢
市
、白
山
市
、富
山
県
南
砺
市
で
そ
れ
ぞ

れ
自
然
農
法
、慣
行
農
法
の
実
践
農
家
圃
場
を
１
ペ
ア
に
し
て
、農

業
害
虫
と
昆
虫
相
の
定
点
調
査
を
行
っ
た
。の
べ
22
日
に
わ
た
り
、イ

エ
ロ
ー
パ
ン
ト
ラ
ッ
プ
に
よ
る
昆
虫
群
集
調
査
、目
視
で
の
害
虫
個

体
数
調
査
、イ
ン
タ
ー
バ
ル
撮
影
に
よ
る
害
虫
甲
虫
飛
来
数
の
測
定

を
行
い
、毎
回
、学
生
２
人
が
参
加
し
た
。

　
採
集
し
た
昆
虫
試
料
の
同
定
が
ま
だ
終
わ
ら
な
い
た
め
、ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
効
果
を
評
価
で
き
る
デ
ー
タ
は
そ
ろ
って
い
な
い
が
、ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
効
果
は
大
き
い
こ
と
が
分
か
り
、化
成
肥
料
を
与
え
な
い
作

物
への
害
虫
の
飛
来
数
が
明
ら
か
に
少
な
い
傾
向
を
確
認
で
き
た
。

　
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
効
果（
肥
料
）と
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
効
果（
農
薬
）を

同
時
に
検
証
し
た
例
は
日
本
で
は
な
く
、世
界
で
も
ま
れ
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、こ
の
研
究
を
進
め
る
こ
と
で
、自
然
農
法
実
践
農
家
に

と
っ
て
は
作
物
の
付
加

価
値
を
付
け
る
上
で

の
客
観
デ
ー
タ
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

有
機
農
法
と
慣
行
農

法
の
作
物
の
質
と
害

虫
被
害
に
つ
い
て
の
科

学
的
デ
ー
タ
を
得
る
こ

と
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
農

法
の
利
点
と
欠
点
を

客
観
的
に
評
価
で
き

る
よ
う
に
な
る
。

無
化
成
肥
料
・
無
農
薬
の
害
虫
へ
の
効
果
を
検
証

理
工
研
究
域 

自
然
シ
ス
テ
ム
学
系
　
都
野 

展
子 

准
教
授

㆕

⓽

モデル型

新 規
開拓型

と
活
用
方
法
に
つ
い
て
の
研
修
、お
よ
び
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョ
ン
研
修
を

計
３
回
実
施
し
た
。

　
応
募
し
た
学
生
た
ち
は
明
確
な
動
機
を
持
って
本
事
業
へ
参
加
し

て
い
る
。そ
の
た
め
、地
域
の
高
齢
者
と
触
れ
合
う
本
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
活
動
が
、学
生
た
ち
が
今
後
看
護
を
学
ん
で
い
く
意
欲
と
自

信
に
つ
な
が
り
、さ
ら
に
は
進
路
選
択
の
幅
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

　
今
回
は
高
齢
者
を
通
じ
た
学
生
教
育
への
取
り
組
み
で
あ
っ
た
が
、

今
後
は
慢
性
疾
患
の
患
者
、精
神
疾
患
の
患
者
等
へ
の
支
援
を
目

的
に
、学
生
の
み
な
ら
ず
教
員
や
臨
床
ナ
ー
ス
も
、こ
の「
自
分
史
の

樹
」ツ
ー
ル
を
コ
ミ
ュ
ミ
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
践
に
活
用
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

　
ま
た
、将
来
的
に
は
看
護
学
専
攻
に
と
ど
ま
ら
ず
、保
健
学
類
５

専
攻
全
体
の
選
択
科
目
と
し
て
の
構
築
に
向
け
、こ
の「
自
分
史
の

樹
」ツ
ー
ル
に
つ
い
て
実
績
を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い
。

人
を
繋
ぐ
ツ
ー
ル
を
高
齢
者
の
支
援
に
活
用

新
学
術
創
成
研
究
機
構
　
須
釜 

淳
子 

教
授

　
平
成
28
年
度
か
ら
の
継
続
事
業
で
、人
を
繋
ぐ
ツ
ー
ル「
自
分

史
の
樹
」を
学
生
教
育
、地
域
社
会
に
還
元
し
、学
生
の
成
長
と
地

域
住
民
の
共
助
、健
康
回
復
な
ど
に
資
す
る
の
が
目
的
。
29
年
度

は
地
域
の
高
齢
者
の
サ
ポ
ー
ト
に
こ
の
ツ
ー
ル
を
活
か
す
活
動
を
展

開
し
た
。

　
「
自
分
史
の
樹
」と
は
、自
分
を
語
り
、人
の
話
を
聞
き
、相
互
に

応
答
し
な
が
ら
人
の「
得
意
」を
探
し
て
繋
ぐ
本
学
独
自
の
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョン
ツ
ー
ル
で
、平
成
26
年
度
文
部
科
学
省
Ｃ
Ｏ
Ｉ
ビ
ジ
ョ
ン

対
話
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果
物
。

　
平
成
28
年
度
に
は
、「
年
代
の
異
な
る
人
同
士
」、「
初
対
面
同

士
」、「
顔
な
じ
み
同
士
」の
３
種
類
の
人
の
集
ま
り
で「
自
分
史
の

樹
」を
使
っ
た
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
行
い
、参
加
者
が
さ
ま
ざ
ま
な

テ
ー
マ
で
自
分
を
語
り
、こ
の
ツ
ー
ル
の
使
用
法
に
関
す
る
意
見
を

交
わ
し
た
。

　
平
成
29
年
度
は
、七
尾
市
社

会
福
祉
協
議
会
か
ら
の
高
齢

者
対
象「
よ
り
あ
い
の
場
」へ
の

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の
要

請
と
、本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
趣
旨

が
一
致
し
、「
よ
り
あ
い
の
場
」

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
と
し
て
、

看
護
学
専
攻
の
学
生
を
募
集
し

た
。そ
の
結
果
、１
年
生
２
人
、

２
～
４
年
生
各
１
人
の
計
５
人

の
応
募
が
あ
っ
た
。

　
今
年
１
月
と
２
月
の
２
回
に

わ
た
る
七
尾
市
で
の
活
動
を
計

画
し
た
。そ
の
実
施
に
先
立
ち
、

「
自
分
史
の
樹
」
の
成
り
立
ち

ナスの葉に食害を与えるマメコガネ

グループでお互いの発表を聞き合う

「自分史の樹」を使って学生が地域の方に問いかける
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催
し
て
い
る
ほ
か
、本
学
薬
用
植
物
園
で
毎
月
１
回
、市
民
対
象
の

薬
草
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
る
。こ
の
勉
強
会
に
は
毎
回
、60
人
の

参
加
が
あ
り
、学
生
た
ち
が
研
究
の
合
間
を
縫
って
作
成
す
る
薬
草

に
関
す
る
冊
子
や
薬
草
解
説
、薬
草
茶
が
好
評
を
博
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
平
成
26
年
度
か
ら
の
一
連
の
継
続
事
業
の
最
大
の
成

果
は
、市
民
と
の
交
流
を
通
じ
て
学
生
た
ち
が
主
体
性
を
身
に
付
け

る
活
動
の
場
を
構
築
し
た
こ
と
で
あ
り
、そ
れ
を
継
続
す
る
基
盤
が

整
っ
た
こ
と
で
あ
る
。勉
強
会
参
加
者
と
の
会
話
を
通
じ
て
知
識
や

人
脈
を
広
げ
、企
画
立
案
、受
付
業
務
も
こ
な
し
て
勉
強
会
を
運
営

す
る
こ
と
は
、研
究
室
で
の
活
動
と
は
異
な
る
教
育
効
果
を
生
ん
で

い
る
。こ
れ
ま
で
全
国
各
地
で
取
り
組
ま
れ
た
国
産
生
薬
の
生
産
に

向
け
た
薬
草
栽
培
は
い
ず
れ
も
持
続
し
て
い
な
い
が
、薬
草
生
産
地

と
し
て
ほ
ぼ
技
術
が
確
立
さ
れ
た
白
山
市
の
方
々
の
活
動
を
参
考
に

今
後
、近
隣
地
域
に
そ
の
活
動
が
波
及
す
る
可
能
性
も
出
て
き
た

と
考
え
ら
れ
る
。

薬
草
の
種
ま
き
か
ら
出
荷
ま
で
の
独
自
プ
ロ
グ
ラ
ム

医
薬
保
健
研
究
域 

薬
学
系
　
佐
々
木 

陽
平 

准
教
授

⓹
　
平
成
26
年
度
か
ら
白
山
市
に
お
い
て
、ト
ウ
キ
と
ジ
オ
ウ
の
２
種

類
の
薬
草
栽
培
を
通
じ
た
学
術
交
流
を
推
進
し
て
き
た
。28
年
秋

に
収
穫
し
た
ト
ウ
キ
は
翌
年
１
月
か
ら
春
に
か
け
て
の
加
工
工
程
を

経
て
製
品
化
し
、こ
の
う
ち
品
質
が
良
い
も
の
40
キ
ロ
を
製
薬
企
業

へ
初
出
荷
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な「
薬
草
の
種
ま
き
」
か
ら「
製
品
出
荷
」
ま
で
の
一

連
の
作
業
は
全
国
で
も
本
学
だ
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、携
わっ
た
研
究

室
の
大
学
院
生
、学
類
生
、留
学
生
に
と
っ
て
は
極
め
て
貴
重
な
経

験
と
な
っ
た
。

　
ジ
オ
ウ
は
栽
培
が
難
し
い
薬
草
だ
が
、管
理
に
当
た
る
白
山
市
の

方
々
の
管
理
技
術
は
年
々
向
上
し
て
い
る
。ト
ウ
キ
以
上
の
加
工
工

程
期
間
を
必
要
と
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、加
工
せ
ず
に
出
荷
す
る
体

制
を
と
って
い
る
。

　
平
成
29
年
度
は
ト
ウ
キ
と
ジ
オ
ウ
を

そ
れ
ぞ
れ
７
ア
ー
ル
に
１
０
０
０
株
ず

つ
植
え
付
け
、ジ
オ
ウ
１
１
０
キ
ロ
を

収
穫
し
た（
ト
ウ
キ
は
加
工
中
で
あ
る

た
め
計
測
不
能
）。４
月
の
植
え
付
け

に
は
研
究
室
の
学
生
11
人（
う
ち
留
学

生
２
人
）と
白
山
市
民
14
人
、11
月
の

収
穫
作
業
に
は
学
生
11
人（
う
ち
留
学

生
２
人
）と
白
山
市
民
14
人
、市
民
団

体
25
人
が
参
加
し
て
い
る
。植
え
付
け

と
収
穫
の
日
に
は
、市
民
が
学
生
た
ち

の
昼
食
を
用
意
し
て
く
だ
さ
り
、和
や

か
に
交
流
し
た
。

　
白
山
市
以
外
で
は
、平
成
26
年
度
か

ら
毎
年
、七
尾
市
、宝
達
志
水
町
、加

賀
市
な
ど
で
薬
草
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

モデル型

　
日
本
語
が
分
か
ら
な
い
外
国
人
の
子
ど
も
や
保
護
者
が
抱
く
学

校
生
活
への
不
安
や
戸
惑
い
、説
明
に
あ
た
る
教
職
員
の
負
担
の
低

減
に
役
立
つ
就
学
ガ
イ
ド
の
作
成
を
目
的
に
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
留

学
生
の
子
ど
も
が
集
中
す
る
杜
の
里
小
学
校
で
の
児
童
、保
護
者
、

教
員
への
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。

　
こ
の
調
査
か
ら
、外
国
人
児
童
は
、日
本
語
に
よ
る
授
業
が
分
か

ら
ず
、ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
う
ま
く
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
ず
に

悩
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
が
分
か
っ
た
。保
護
者
は
、学
用
品
の
準
備
を

は
じ
め
学
校
生
活
の
心
配
事
が
あ
っ
て
も
、言
葉
の
壁
に
よ
り
教
員

と
十
分
に
意
思
疎
通
で
き
な
い
現
状
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。教
員
か

ら
は
、学
校
の
規
則
や
行
事
な
ど
に
つ
い
て
保
護
者
に
も
っ
と
理
解
し

て
ほ
し
い
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

　
こ
う
し
た
調
査
結
果
に
基
づ
き
、文
部
科
学
省
な
ど
が
先
行
し
て

発
行
し
て
い
る
就
学
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
参
考
に
、実
用
性
を
重
視
し

て
ま
ず
杜
の
里
小
学
校
の
学
校
行
事
、学
用
品
、規
則
な
ど
を
反
映

し
た
同
小
学
校
版
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
す
る
こ
と
に
し
た
。す

で
に
日
本
語
版
の
原
稿
を
完
成
さ
せ
、杜
の
里
小
学
校
の
教
員
の

方
々
に
確
認
依
頼
中
で
あ
る
。
教
頭
先
生
か
ら
は「
外
国
人
家
庭

だ
け
で
な
く
、
市
外
か
ら

転
入
す
る
家
庭
に
も
役
立

つ
」と
の
評
価
を
得
た
。確

認
を
経
て
英
語
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
語
、中
国
語
、ベ
ト

ナ
ム
語
へ
の
翻
訳
作
業
と
、

よ
り
一
般
的
な
内
容
に
一

部
編
集
し
た
金
沢
市
共
通

版
の
作
成
を
並
行
し
て
進

め
る
予
定
で
あ
る
。

実
用
的
な
外
国
人
児
童
の
就
学
ガ
イ
ド
を
作
成

理
工
研
究
域 

機
械
工
学
系
　
岸
田 

由
美 

准
教
授

⓾
新 規
開拓型

薬草勉強会で薬草の解説をする留学生

学生と白山市民が協力してトウキを収穫

インドネシア語版「就学ガイドブック」の誌面
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■ 地域志向教育研究

　
金
沢
市
、野
々
市
市
、白
山
市
、津
幡
町
、内
灘
町
、か
ほ
く
市
か

ら
な
る「
石
川
中
央
都
市
圏
」に
お
い
て
、施
策
・
政
策
を
行
う
際

の
基
準
と
な
る
経
済
効
果
分
析
手
法
の
習
得
を
図
る
た
め
、事
前

準
備
と
し
て
石
川
中
央
都
市
圏
版
産
業
関
連
表
を
作
成
し
、こ
れ

を
も
と
に
産
業
関
連
分
析
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、平
成
29
年
10
月
の「
石
川
中
央
地

区
統
計
連
絡
会
研
修
会
」で
、産
業
関
連
分
析
法
と
乗
車
人
数
が

２
０
０
０
万
人
を
突
破
し
た
北
陸
新
幹
線
の「
観
光
客
に
よ
る
石

川
県
へ
の
経
済
効
果
」
を
説
明
し
た
。さ
ら
に
石
川
中
央
都
市
圏

域
で
行
わ
れ
た
二
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
例
に
分
析
を
行
い
、参
加
者
が

経
済
効
果
の
推
計
、分
析
等
を
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
形
式
で
学
習
し
た
。

参
加
者
は
、そ
の
結
果
を
平
成
29
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た「
石
川
中

央
都
市
圏
大
学
連
携
推
進
連
絡
会
」で
、ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
成
果
発

表
と
い
う
か
た
ち
で
報
告
し
た
。

　
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
成
果
と
し
て
、石
川
中
央
都
市
圏

の
各
企
画
調
整
課
職
員
が
圏
域
の
経
済
効
果
を
自
分
た
ち
で
分
析

す
る
技
能
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
の
参
加

者
か
ら
は
、「
自
分
で
経
済
効
果
を
分
析
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

今
ま
で
委
託
し
て
き
た
経

済
効
果
報
告
を
多
層
的

に
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
」な
ど
の
感
想

が
聞
か
れ
た
。
今
後
は
分

析
技
能
を
各
市
町
で
実

施
す
る
政
策
の
評
価
に
活

用
し
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

　
金
沢
市
を
訪
れ
た
ク
ル
ー
ズ
旅
客
を
対
象
と
し
て
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
か
ら
発
信
さ
れ
る
Ｍ
Ａ
Ｃ
ア
ド
レ
ス
を
用
い
た
観
光
行
動
分
析
を

行
っ
た
。

　
Ｍ
Ａ
Ｃ
ア
ド
レ
ス
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
固
有
の
番
号
で
あ
り
、Ｍ
Ａ

Ｃ
ア
ド
レ
ス
取
得
機
器
を
観
光
地
内
に
複
数
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

観
光
客
の
行
動
デ
ー
タ
を
非
接
触
で
取
得
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
。ま
た
、従
来
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
に
比
べて
デ
ー
タ
取
得
の
効

率
性
が
大
幅
に
向
上
し
た
。Ｍ
Ａ
Ｃ
ア
ド
レ
ス
の
取
得
に
つ
い
て
は
関

係
法
令
に
抵
触
し
な
い
こ
と
を
弁
護
士
に
確
認
済
み
で
あ
る
。

　
Ｍ
Ａ
Ｃ
ア
ド
レ
ス
取
得
機
器
は
金
沢
港
と
市
内
20
カ
所
に
設
置

し
、ク
ル
ー
ズ
旅
客
の
観
光
行
動
を
把
握
し
た
。そ
の
結
果
、ク
ル
ー

ズ
旅
客
の
行
動
を
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
、

滞
在
時
間
が
観
光
ス
ポ
ッ
ト
ご
と
に
異
な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
今
回
、ク
ル
ー
ズ
旅
客
の
行
動
を
調
査
・
分
析
し
た
こ
と
で
、ク

ル
ー
ズ
旅
客
を
対
象

と
し
た
観
光
戦
略
を

練
る
上
で
大
変
有
用

な
知
見
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
と
考
え
て

い
る
。

　
今
後
は
こ
の
成
果

を
、国
籍
や
金
沢
への

訪
問
リ
ピ
ー
ト
回
数

な
ど
に
応
じ
た
、
最

適
の
観
光
ル
ー
ト
の

提
案
な
ど
に
活
か
し

て
い
き
た
い
。

　
平
成
28
年
度
に
加
賀
市
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
燻
焼
式
減
容
化
処
理

装
置
を
試
験
設
置
し
て
行
っ
た
実
証
実
験
に
つ
い
て
、29
年
度
は
減

容
化
シ
ス
テ
ム
の
有
機
物
低
温
プ
ラ
ズ
マ
反
応
の
化
学
的
機
序
の
解

明
を
進
め
、こ
の
シ
ス
テ
ム
の
実
用
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　
燻
焼
式
減
容
化
処
理
装
置
は
、電
気
お
よ
び
燃
料
の
外
部
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
供
給
を
受
け
ず
に
食
品
廃
棄
物
等
の
有
機
物
を
減
容
す

る
シ
ス
テ
ム
。加
賀
市
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
の
実
験
で
下
水
汚
泥
を
25

分
の
１
に
減
容
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
お
り
、減
容
化
に
伴
っ
て

排
出
さ
れ
る
水
分
お
よ
び
油
分
を
水
冷
式
排
ガ
ス
浄
化
シ
ス
テ
ム
に

よ
っ
て
処
理
す
る
こ
と
で
、安
全
か
つ
再
利
用
可
能
な
水
と
油
に
精

製
で
き
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。

　
排
ガ
ス
浄
化
シ
ス
テ
ム
の
革
新
に
よ
っ
て
は
、バ
イ
オ
マ
ス
資
源
か

ら
高
純
度
の
原
油
も
ど
き
を
生
産
で
き
る
こ
と
か
ら
、限
界
集
落
に

お
い
て
も
稼
働
が
可
能
で
あ
り
、実
用
化
が
実
現
す
れ
ば
高
齢
者
雇

用
を
生
み
出
す
可
能
性
も
秘
め
て
い
る
。技
術
的
な
開
発
は
ほ
ぼ
終

了
し
て
お
り
、こ
の
シ
ス
テ
ム
が
地
域
社
会
に
ど
の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク

ト
を
及
ぼ
す
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
って
い
る
。

　
今
後
、実
用
実
験

等
を
重
ね
な
が
ら
運

用
地
域
の
発
掘
に
努

め
る
予
定
で
、す
で

に
海
外
へ
の
技
術
移

転
を
目
標
と
し
た

研
究
計
画
を
平
成

30
年
度
科
学
研
究

費
萌
芽
研
究
に
提

出
し
て
い
る
。

政
策
を
行
う
上
で
の
経
済
効
果
分
析
の
習
得
を
図
る

ク
ル
ー
ズ
旅
客
の
観
光
行
動
を
調
査
・
分
析

新
た
な
下
水
処
理
施
設
の
実
用
可
能
性
を
検
討

人
間
社
会
研
究
域 

経
済
学
経
営
学
系
　
寒
河
江 

雅
彦 

教
授

理
工
研
究
域 

環
境
デ
ザ
イ
ン
学
系
　
藤
生 

慎 

助
教

人
間
社
会
研
究
域 

人
間
科
学
系
　
佐
川 

哲
也 

教
授

⓫

⓬

⓭

新 規
開拓型

新 規
開拓型

新 規
開拓型

加賀市浄化センターでの実証システム

MACアドレスで観光客の行動パターンを分析

経済効果の推計などワークショップで学習した
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本
研
究
は
、地
域
住
民
が
撮
影
し
た
画
像
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ

り
、住
民
の「
心
の
風
景
」の「
解
釈（
言
語
化
）」
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
す
る
。金
沢
市
の
新
神
田
地
区
、森
山
地
区
、長
野
県
須
坂

市
中
央
地
区
を
対
象
に
、１
地
区
に
つ
き
10
人（
20
代
か
ら
60
代
の

男
女
５
人
ず
つ
）に
地
域
の
好
き
な
と
こ
ろ
や
好
き
な
も
の
な
ど「
お

気
に
入
り
の
も
の
」を
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
て
も
ら
っ
た
。

　
新
神
田
地
区
、森
山
地
区
の
分
析
結
果
か
ら
明
確
な
違
い
を
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
た
。新
神
田
地
区
の
調
査
対
象
者
は
地
区
外
の

も
の（
金
沢
ら
し
さ
や
金
沢
駅
な
ど
）を
撮
影
し
た
画
像
が
多
い
の

に
対
し
、森
山
地
区
の
調
査
対
象
者
は
森
山
小
学
校
前
の
旧
商
店

街
や
地
区
内
の
商
店
を
撮
影
し
た
画
像
が
多
か
っ
た
。フ
ラ
ン
ス
の

社
会
学
者
モ
ー
リ
ス・ア
ル
ヴ
ァッ
ク
ス
の
考
え
を
適
用
す
れ
ば
、「
現

在
の
中
に
過
去
を
再
び
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
」
要
素
が
多
い
ほ

ど
、そ
の
地
域
を「
わ
れ
わ
れ
の
空
間
」と
し
て
認
識
さ
れ
や
す
い
と

言
え
る
。森
山
地
区
の
よ
う
な
古
い
歴
史
を
持
つ
地
区
で
は
地
区
内

に
過
去
の
世
代
が
残
し

た
も
の
が
多
い
た
め
、「
わ

れ
わ
れ
の
空
間
」
と
し
て

認
識
し
、お
気
に
入
り
の

も
の
と
し
て
撮
影
し
た
住

民
が
多
か
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
平
成
30
年
度
に
つ
い
て

は
、
須
坂
市
中
央
地
区

の
分
析
を
終
え
た
後
、３

地
区
の
分
析
を
勘
案
し
て

「
心
の
風
景
」
の「
解
釈

（
言
語
化
）」
を
導
き
出

す
予
定
で
あ
る
。

　
本
研
究
で
は
津
波
避
難
計
画
の
策
定
状
況
な
ど
を
把
握
す
る
た

め
、中
部
地
方
の
石
川
、福
井
、富
山
、新
潟
、静
岡
、愛
知
、三
重

の
各
県
の
１
０
５
市
町
村（
河
川
遡
上
の
危
険
性
の
あ
る
地
域
を
含

む
）を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。こ
れ
を
も
と
に
、地
域
避
難
計

画
の
策
定
状
況
、策
定
し
な
い
理
由
、策
定
方
法
、策
定
主
体
、策

定
す
る
地
区
単
位
、「
参
加
型
」に
よ
る
策
定
方
法
の
場
合
の
検
討

事
項
と
参
画
主
体
、地
域
避
難
計
画
に
基
づ
い
た
避
難
訓
練
の
状

況
、地
域
避
難
計
画
の
提
供
依
頼
の
各
項
目
に
つ
い
て
調
査
結
果
を

ま
と
め
た
。

　
国
な
ど
が
整
備
し
た
指
針
等
か
ら
避
難
計
画
に
記
載
す
べ
き
項

目
と
し
て「
避
難
路
」、「
危
険
地
域
」、「
危
険
個
所
」、「
避
難
推

奨
地
域
」、「
避
難
方
法
」、「
非
常
時
持
出
品
」、「
情
報
入
手
方
法
」

「
避
難
訓
練
の
方
法
」
を
抽
出
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
県

ご
と
の
記
載
状
況
も
ま
と
め
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
よ
り
、策
定
方
法
を「
主
体
型
」、「
ヒ
ア

リ
ン
グ
型
」、「
参
画
型
」に
類
型
化
し
、類
型
別
に
計
画
内
容
の
充

実
度
を
評
価
し
た
。こ
の
結
果
、計
画
の
策
定
に
際
し
て
、「
参
画

型
」に
よ
って
多
く
の
事
項
を
検
討
す
る
こ
と
や
、ま
ち
歩
き
に
よ
る

現
場
の
確
認
が
計

画
の
充
実
度
を
高

め
る
上
で
有
効
で
あ

る
と
の
結
論
を
得
た
。

ま
た
、避
難
計
画
の

基
準
と
策
定
主
体

が
計
画
の
充
実
度

を
高
め
る
要
因
と
し

て
重
要
で
あ
る
こ
と

も
確
認
で
き
た
。

住
民
が
撮
っ
た
写
真
か
ら「
心
の
風
景
」を
解
釈

中
部
地
方
の
津
波
避
難
計
画
策
定
状
況
を
調
査

地
域
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
　
蜂
屋 

大
八 

准
教
授

理
工
研
究
域 

環
境
デ
ザ
イ
ン
学
系
　
沈 

振
江 

教
授

⓯

⓰

新 規
開拓型

新 規
開拓型

　
日
本
三
名
山
の
ひ
と
つ
白
山
の
麓
、豪
雪
と
豊
か
な
自
然
で
知
ら

れ
る
白
山
市
白
峰
地
区
で
は
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有

効
利
用
を
目
指
し
て「
白
山
し
ら
み
ね
薪
の
会
」が
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
行
っ
て
い
る
。本
研
究
で
は
、薪
炭
製
造
熱
を
利
用
し
た
高
温

人
工
薪
製
造
技
術
を
開
発
し
、そ
の
中
の
環
境
技
術
と
し
て
、「
砂

フ
ィ
ル
タ
ー
ユ
ニッ
ト
」の
開
発
に
取
り
組
ん
だ
。

　
炭
化
炉
か
ら
出
る
煙
は
非
常
に
有
害
で
空
気
や
乾
燥
薪
を
汚
す

た
め
、低
価
格
の
砂
フ
ィ
ル
タ
ー
ユ
ニッ
ト
に
よ
る
煙
の
半
減
を
目
指

し
た
。

　
砂
フ
ィ
ル
タ
ー
ユ
ニッ
ト
の
予
備
実
験
に
よ
り
煙
の
半
減
を
実
現

す
る
め
ど
は
つ
い
た
が
、砂
の
重
量
が
大
き
く
な
っ
た
た
め
、よ
り
軽

量
な
砂
ろ
材
を
選
定
し
て
追
加
実
験
を
行
っ
た
。炭
化
炉
の
燃
焼
制

御
の
ノ
ウ
ハ
ウ
蓄
積
、お
よ
び
砂
フ
ィ
ル
タ
ー
の
寿
命
と
性
能
の
バ
ラ

ン
ス
の
取
り
方
が
主
な
課
題
と
な
って
お
り
、関
連
す
る
こ
の
二
つ
の

課
題
を
克
服
し
て
実
用
化
に
こ
ぎ
着
け
る
た
め
実
証
実
験
を
続
け

て
い
る
。

　
砂
フ
ィ
ル
タ
ー
ユ
ニッ
ト
は
、そ
こ
そ
こ
の
性
能
を
低
価
格
で
提
供

で
き
、
小
さ
な
燃
焼
炉

か
ら
の
大
気
汚
染
を
防

ぐ
。
良
質
な
薪
づ
く
り

の
過
程
を
短
縮
す
る
本

技
術
は
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を

容
易
に
す
る
た
め
、
開

発
途
上
国
の
環
境
改
善

技
術
と
し
て
の
展
開
も

目
指
し
て
い
る
。

ク
リ
ー
ン
で
良
質
な
薪
製
造
技
術
を
開
発

理
工
研
究
域 

環
境
デ
ザ
イ
ン
学
系
　
畑 

光
彦 

准
教
授

⓮
新 規
開拓型

類型別による計画内容の記載割合

地域住民が撮影した写真を授業で分析

炭化炉の燃焼制御の実験
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平
成
25
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
本
学
の
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
は「
ア
カ
デ
ミ
ア
部
門
」「
地
域
ニ
ー
ズ・シ
ー
ズ
部
門
」

「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェン
ス
部
門
」の
３
つ
の
柱
で
構
成
さ
れ
、地
域
の
感
性
を
備
え
た
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

最
終
年
度
と
な
る
平
成
29
年
度
と
５
年
間
の
成
果
を
振
り
返
っ
た
。

Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
の
３
つ
の
柱
―
―
平
成
29
年
度
と
５
年
間
の
成
果

全
新
入
生
を
対
象	

　
ア
カ
デ
ミ
ア
部
門
で
は
学
類
で
学
ぶ

専
門
分
野
の
地
域
・
社
会
と
の
繋
が

り
に
つ
い
て
理
解
し
、
地
域
・
社
会
に

対
す
る
関
心
を
高
め
て
自
分
の
将
来

の
目
標
を
意
識
し
つ
つ
、
大
学
で
ど
の

よ
う
に
学
ぶ
か
を
考
え
る
こ
と
を
目
的

に
、
平
成
28
年
度
よ
り
全
新
入
生
を

対
象
と
し
た
共
通
教
育
の
必
修
科
目

「
地
域
概
論
」
を
導
入
、
平
成
29
年

度
も
引
き
続
き
、
全
学
類
で
実
施
し

た
。

　
平
成
29
年
９
月
27
日
に
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ

ア
カ
デ
ミ
ア
部
門
『
地
域
概
論
』
成

果
報
告
会
」
が
開
催
さ
れ
、
各
学
類

の
取
り
組
み
内
容
と
成
果
が
報
告
さ

れ
た
。「
地
域
概
論
」
の
内
容
は
学

類
に
よ
っ
て
異
な
り
、
一
つ
と
し
て
同

じ
も
の
は
な
い
。
報
告
会
で
そ
れ
ぞ
れ

の
内
容
に
異
議
が
出
さ
れ
る
こ
と
は
な

く
、
来
年
度
以
降
も
大
き
な
変
更
な

く
継
続
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
平
成
29
年
度
に
は
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
事
業

と
融
合
し
た
取
り
組
み
と
し
て
石
川

の
魅
力
を
理
解
す
る
「
地
域
創
生
概

論
」
を
必
修
化
し
た
。

地
域
の
つ
な
が
り
を
理
解	

　
ま
た
、
教
員
・
学
生
を
対
象
に「
地

域
志
向
教
育
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」

が
行
わ
れ
、
第
一
次
報
告
書
に
ま
と

め
ら
れ
た
。「
地
域
志
向
科
目
は
学
生

の
地
域
理
解
に
貢
献
し
て
い
る
か
」
と

い
う
問
い
に
、
教
員
の
約
75
％
が
「
貢

献
し
て
い
る
」
と
回
答
。「
地
域
交

流
や
地
域
支
援
に
貢
献
し
て
い
る
か
」

と
い
う
問
い
に
は
同
約
44
％
が
「
貢

献
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
。

　
一
方
、
学
生
は
「
共
通
教
育
の
な

か
で
、
地
域
を
テ
ー
マ
と
し
た
内
容
に

つ
い
て
学
習
し
た
か
」
と
い
う
問
い
に

80
％
が
「
あ
る
」
と
回
答
。「
大
学

生
活
の
な
か
で
地
域
と
交
流
し
た
り
、

地
域
を
支
援
し
た
り
す
る
活
動
に
取

り
組
ん
だ
こ
と
が
あ
る
か
」
と
い
う

問
い
に
、「
あ
る
」
と
回
答
し
た
の
は

20
％
弱
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
こ
う
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、

地
域
概
論
は
当
初
の
目
的
だ
っ
た
「
学

類
と
地
域
の
繋
が
り
の
理
解
」
に
つ
い

て
達
成
で
き
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
学
生
を
地
域
に
導
く

実
践
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
乏
し

か
っ
た
と
評
価
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
共

通
教
育
と
学
類
教
員
の
一
層
の
連
携

が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
課
題
に
関
し
て
は
、
新
た
に
ス

タ
ー
ト
す
る
「
協
働
的
体
験
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
な
か
で
、
合
宿
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
実
践
的
活
動
を

通
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
本
学
学
生

の
地
域
志
向
が
広
が
って
い
く
可
能
性

が
あ
る
。
ま
た
、
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
事
業
に
お

い
て
も
、
地
元
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

実
施
な
ど
地
域
で
の
実
践
的
な
体
験

を
含
む
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

ア
カ
デ
ミ
ア
部
門（
教
育
）

全
学
必
修
科
目「
地
域
概
論
」と

「
地
域
創
生
概
論
」を
創
設

尾小屋鉱山地下実験施設見学
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地
域
活
性
化
懇
話
会
」
の
医
商
工
分

科
会
で
は
買
い
物
弱
者
と
福
祉
ニ
ー

ズ
を
地
図
に
見
え
る
化
し
、
関
係
者

が
共
通
認
識
を
持
ち
な
が
ら
対
策
を

進
め
る
基
盤
を
つ
く
っ
た
。
６
次
産
業

化
で
は
能
登
ふ
ぐ
を
加
工
し
た
「
ふ

ぐ
ジ
ャ
ー
キ
ー
」（
北
陸
新
幹
線
等
で

販
売
）、
ふ
ぐ
料
理
を
組
み
込
ん
だ
ツ

ア
ー
商
品
や
、
地
元
ス
ー
パ
ー
を
含
め

て
、
こ
れ
ま
で
地
域
外
に
出
て
い
た
水

産
資
源
を
地
元
で
加
工
流
通
さ
せ
る

「
地
域
内
経
済
循
環
」
の
ル
ー
ト
を

開
拓
し
て
き
た
。
こ
の
プ
ロ
ジェク
ト
は

平
成
29
年
度
で
ピ
リ
オ
ド
を
打
つ
た
め
、

今
後
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
ど
の
よ
う
に

引
き
継
い
で
い
く
か
が
課
題
と
な
る
。

　
平
成
28
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

「
小
松
市
予
防
先
進
政
策
会
議
」
で

は
、
地
域
の
医
療
デ
ー
タ
か
ら
小
松
市

の
健
康
状
態
を
見
え
る
化
し
、
市
関

係
者
と
意
見
交
換
を
重
ね
た
。
地
区

別
の
健
康
状
態
や
保
健
指
導
の
効
果

等
を
確
認
し
な
が
ら
政
策
の
策
定
が

で
き
る
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
政
策

と
研
究
が
一
体
と
な
って
取
り
組
む
ス

キ
ー
ム
を
開
発
し
た
こ
と
が
最
大
の
特

徴
だ
。
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
書
籍
に
ま

と
め
て
平
成
30
年
中
発
刊
予
定
で
現

在
編
集
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
防
災
対
策
は

金
沢
市
か
ら
連
携
中
枢
都
市
圏
へ
と

展
開
し
て
き
た
が
、
今
後
地
域
包
括

ケ
ア
の
研
究
で
も
連
携
を
拡
げ
て
い
く

構
想
で
あ
る
。

地
域
ニ
ー
ズ・シ
ー
ズ
部
門（
研
究
）

複
雑
に
絡
み
合
う
地
域
課
題
解
決
に
向
け
た

「
多
対
多
」の
異
分
野
融
合・地
域
志
向
研
究
を
推
進

産
学
官
の
連
携
協
定	

　
地
域
の
課
題
を
発
掘
し
、
地
域
と

の
協
働
に
よ
る
地
域
研
究
を
推
進
す

る
地
域
ニ
ー
ズ
・
シ
ー
ズ
部
門
で
は
平

成
29
年
度
、
羽
咋
市
・
七
尾
市
・
小

松
市
で
大
き
な
成
果
を
得
た
。

　
平
成
29
年
度
の
目
玉
と
な
る
成
果

は
、
本
学
と
羽
咋
市
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
が
連

携
協
定
を
締
結
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
取
り
組
み
は
、
羽
咋
市
が
保
有

す
る
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
や
本
学
の
各
種
研
究
デ
ー
タ
を

基
に
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
最
先
端
技
術
を
活

用
し
て
羽
咋
市
の
地
域

情
報
の
見
え
る
化
、
市

民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
持
続

可
能
な
地
域
包
括
ケ
ア

と
健
康
寿
命
の
延
伸
に

向
け
て
、
政
策
立
案
・

検
討
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用
に
向

け
た
産
学
官
連
携
は
今

後
、
全
国
的
に
先
駆
け

た
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
る

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

　
七
尾
市
・
地
元
経
済

界
と
取
り
組
む
「
産
業
・

こ
の
点
で
の
成
果
も
期
待
さ

れ
る
。
こ
う
し
た
課
外
、
あ

る
い
は
「
準
正
課
」
の
取

り
組
み
は
、
正
課
だ
け
で
は

身
に
つ
か
な
い
Ｃ
Ｏ
Ｃ
理
念

の
定
着
、
浸
透
に
一
定
の
効

果
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

　
ア
カ
デ
ミ
ア
部
門
の
取
り

組
み
は
共
通
教
育
の
専
任
教

員
を
配
置
す
る
「
国
際
基

幹
教
育
院
」
へ
と
引
き
継
が

れ
る
。
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
で
得
た

効
果
を
い
か
に
持
続
さ
せ
る

か
が
今
後
の
課
題
と
な
る
だ

ろ
う
。

貢献している
75.4％

分からない
22.8％

貢献して
いない
1.8％

ある
80.0％

ない
20.0％

Q. �【教員】地域志向科目は学生の
地域理解に貢献しているか？

Q. �【学生】共通教育のなかで、地域
をテーマとした内容について
学習したか？

課題を英語で議論

GIS（地理情報システム）で作成した七尾市の高齢者世帯とスーパー・
コンビニの分布図

羽咋市、NEC、本学の連携協定調印式（2017年9月）

14



イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト・ラ
イ
フ
部
門（
社
会
貢
献
）

地
域
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト・ラ
イ
フ

創
造
拠
点
と
し
て
の
機
能
強
化

連
携
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に	

　
従
来
、
個
々
の
教
員
・
部
局
に
よ
っ

て
個
別
に
行
わ
れ
て
き
た
域
学
連
携

は
、
Ｃ
Ｏ
Ｃ
５
年
間
の
取
り
組
み
に

よ
っ
て
「
多
対
多
」
の
関
係
で
地
域

の
問
題
解
決
に
当
た
る
体
制
を
構
築

し
た
。
大
学
と
自
治
体
が
互
い
に
研

究
と
政
策
テ
ー
マ
を
発
見
す
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
に
も
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
全
国
の
研
究
者
や
自
治
体
か
ら

注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
り
、
本
学

が
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー

ム
に
な
っ
た
こ
と
も
大
き
な
成
果
だ
ろ

う
。
今
後
、
海
外
と
も
交
流
し
な
が

ら
、
国
際
的
な
拠
点
構
築
に
発
展
さ

せ
て
い
き
た
い
。

　
な
お
、
Ｃ
Ｏ
Ｃ
で
構
築
さ
れ
た
体
制

は
「
共
創
型
研
究
プ
ロ
ジェ
ク
ト
」
と

し
て
先
端
科
学
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推

進
機
構
の
中
で
引
き
継
ぐ
予
定
で
あ
る
。

多
様
な
学
び
の
機
会
の
提
供	

　
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
ラ
イ
フ
部
門

で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
「
学
び

直
し
」
に
対
応
し
、
ど
こ
に
住
ん
で
い

て
も
生
涯
学
習
の
機
会
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
イ
ン
テ
リ
ジ
ェン
ト
・
ラ
イ
フ

創
造
の
た
め
の
拠
点
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

　
平
成
29
年
度
に
は
31
の
公
開
講
座

を
63
回
開
催
し
た
。
こ
の
公
開
講
座

は
、
こ
れ
ま
で
大
学
の
講
座
や
講
演
な

ど
に
参
加
す
る
機
会
が
乏
し
か
っ
た
地

域
に
新
た
な
学
び
の
場
を
提
供
す
る

た
め
、
平
成
26
年
度
に
導
入
し
た「
遠

隔
地
教
育
シ
ス
テ
ム
」
を
利
用
す
る

小
松
・
珠
洲
サ
テ
ラ
イ
ト
に
お
い
て
も

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
配
信
さ
れ
た
。

　
平
成
29
年
12
月
13
日
に
は
同
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
て
、
テ
レ
ビ
会
議
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
地
域
と
学
校
の
効
果
的

な
連
携
・
協
働
の
在
り
方
を
探
る
」

を
、
本
学
サ
テ
ラ
イ
ト
・
プ
ラ
ザ
、
小

松
・
珠
洲
サ
テ
ラ
イ
ト
で
開
催
。
３

会
場
か
ら
能
登
・
金
沢
・
加
賀
エ
リ
ア

の
取
り
組
み
を
発
表
・
配
信
し
、
各

地
を
結
ん
で
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
公
開
講
座
で

は
時
間
と
場
所
に
ど
う
し
て
も
制
約

が
生
じ
る
。
そ
こ
で
本
学
で
は
生
涯

に
わ
た
る
学
習
活
動
を
支
援
す
る
た

め
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
さ
え
あ

れ
ば
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
何
度

で
も
居
な
が
ら
に
し
て
学
べ
る
」
よ
う

に
、『「ｅ
」
講
座
』
を
開
設
し
て
い
る
。

現
在
、「
医
学
・
健
康
」
９
本
、「
自

然
・
科
学
」
３
本
、「
芸
術
・
文
化
・

郷
土
」
10
本
、「
地
域
・
教
育
」
４
本
、

「
社
会
・
経
済
・
歴
史
」
８
本
の
５

分
野
、
計
34
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
Ｗ
Ｅ

Ｂ
で
公
開
中
で
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
平
成
29
年
度
の
Ｃ
Ｏ
Ｃ

事
業
と
し
て
、
薬
草
栽
培
の
事
業
化

を
通
し
て
地
域
と
学
生
の
交
流
な
ど

を
図
る
「
金
沢
大
モ
デ
ル
と
し
て
の
薬

草
を
通
じ
た
学
生
と
地
域
市
民
と
の

交
流
・
研
究
活
動
」、
住
民
が
地
元

を
撮
影
し
た
画
像
か
ら
地
域
の
魅
力

な
ど
を
引
き
出
す
「
住
民
の
『
心
の

風
景
』
を
地
域
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
言

語
化
す
る
」
も
行
っ
た
。

「
地
縁
」か
ら「
知
縁
」へ	

　
こ
の
よ
う
に
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・

ラ
イ
フ
部
門
で
は
地
域
住
民
の
幅
広

い
ニ
ー
ズ
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、さ
ま

ざ
ま
な
学
び
の
場
を
提
供
し
て
き
た
。

今
後
、
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
社

会
参
加
す
る
、
あ
る
い
は
社
会
参
加

を
促
し
て
い
く
に
は
、
さ
ら
に
系
統

立
っ
た
学
び
の
構
築
が
必
要
だ
ろ
う
。

同
時
に
「
学
び
の
成
果
」
を
可
視
化

し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

　
現
状
で
は
、
講
座
に
参
加
し
た
方

同
士
の
繋
が
り
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と

は
否
め
な
い
。
そ
こ
で
単
に
学
び
の
場

を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
学
び
を

通
し
て
受
講
者
同
士
が
協
働
し
て
地

域
課
題
に
取
り
組
み
、
石
川
県
を
活

性
化
し
て
い
く
よ
う
な
、
い
わ
ば
「
地

縁
」
が
「
知
縁
」
へ
と
繋
が
る
こ
と

が
成
果
の
可
視
化
に
も
結
び
つ
い
て
い

く
だ
ろ
う
。

　
イ
ン
テ
リ
ジ
ェン
ト
・

ラ
イ
フ
部
門
の
取
り
組

み
は
地
域
連
携
推
進

セ
ン
タ
ー
に
引
き
継
が

れ
る
。
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
に

よ
っ
て
育
ま
れ
た
地
域

へ
の
理
解
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｃ

＋
の
礎
に
な
る
と
受
け

止
め
て
い
る
。
平
成
29

年
９
月
発
足
の
「
人
生

１
０
０
年
時
代
構
想
会

議
」
は
、
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
（
学
び
直
し
）
も

議
題
と
し
て
い
る
。
今

後
と
も
、
大
学
と
地
域

と
の
協
働
（
慟
）
に
資

す
る
事
業
を
展
開
し
て

い
き
た
い
。

テレビ会議シンポジウム 公開講座「金沢大学の先端研究」

小松市の域学連携は住民参加の公共交通政策ワーキングに発展

15



編
集・発

行
  金
沢
大
学
セ
ン
タ
ー・オ

ブ・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
本
部

	
〒

920-1192 金
沢

市
角

間
町

 金
沢

大
学

地
域

連
携

推
進

セ
ン

タ
ー

　
076-264-5290

平
成

30年
3月

15日
発

行
　

　
印

刷
／

編
集

協
力

　
能

登
印

刷
株

式
会

社
	

http://w
w

w
.coc.adm

.kanazaw
a-u.ac.jp/

　
金
沢
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
最
終
報
告

会
は
平
成
30
年
２
月
14
日
、
金
沢
市

内
の
金
沢
東
急
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、

本
学
お
よ
び
同
事
業
の
連
携
自
治
体

の
関
係
者
、
外
部
評
価
委
員
な
ど
約

80
名
が
参
加
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
山
崎
光
悦
学

長
が
「
５
年
に
わ
た
り
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
に

携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
方
々
の
ご
努
力
に

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
」
と

述
べ
、
連
携
自
治
体
の
来
賓
で
あ
る
珠

洲
市
の
泉
谷
満
寿
裕
市
長
、
能
登
町

の
持
木
一
茂
町
長
、
小
松
市
の
竹
村

信
一
副
市
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　
本
学
の
知
を
地
域
の
課
題
解
決
に

活
か
す
た
め
の
「
金
沢
大
学
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
in
中
能
登
町
」
が
平

成
30
年
１
月
27
日
、
石
川
県
中
能
登

町
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ラ
ピ
ア
鹿

島
で
開
催
さ
れ
、
本
学
学
生
や
地
域

住
民
ら
約
60
名
が
「
繊
維
が
つ
む
ぐ 

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
」
を
テ
ー
マ
に
、

町
の
地
方
創
成
に
向
け
た
取
り
組
み

の
事
例
を
学
び
、
意
見
を
交
わ
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
福
森
義
宏
理
事
（
社

会
貢
献
担
当
）・
副
学
長
と
中
能
登

町
の
杉
本
栄
蔵
町
長
の
あ
い
さ
つ
が

あ
っ
た
。

　
第
一
部
で
は
、
次
の
テ
ー
マ
で
そ

れ
ぞ
れ
の
発
表
者
が
事
例
報
告
し
た
。

「
若
い
力
で
繊
維
の
こ
と
を
楽
し
く

面
白
く
」（
清
酒
織
物
有
限
会
社
の

清
酒
弥
彦
氏
、
能
登
繊
維
振
興
協
会

の
古
澤
清
悟
氏
、
本
学
１
年
の
島
田

侑
奈
さ
ん
・
齋
藤
真
史
さ
ん
）、「
中

能
登
ト
レ
ジ
ャ
ー
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
に

よ
る
地
域
活
性
化
」（
中
能
登
ト
レ

ジ
ャ
ー
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
実
行
委

員
会
の
三
浦
克
欣
也
氏
）、「
雨
の
宮

古
墳
群
や
能
登
街
道
を
活
用
し
た
歴

　
研
究
報
告
で
は
、
ア
カ
デ
ミ
ア
部
門

か
ら
医
薬
保
健
研
究
域
薬
学
系
の
加

藤
将
夫
教
授
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェン
ト
・

ラ
イ
フ
部
門
か
ら
同
薬
学
系
の
佐
々

木
陽
平
准
教
授
、
地
域
ニ
ー
ズ
・
シ
ー

ズ
部
門
か
ら
理
工
研
究
域
環
境
デ
ザ

イ
ン
学
系
の
髙
山
純
一
教
授
と
人
間

社
会
研
究
域
経
済
学
経
営
学
系
の
寒

河
江
雅
彦
教
授
が
、
そ
れ
ぞ
れ
教
育
・

研
究
・
社
会
貢
献
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

た
活
動
成
果
を
発
表
し
た
。

　
続
く
ト
ー
ク
リ
レ
ー
に
は
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事

業
の
外
部
評
価
委
員
５
名
が
登
壇
し
、

地
域
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー
の
宇
野
文

夫
特
任
教
授
の
進
行
で
、
本
学
な
ら

で
は
の
同
事
業
の
特
徴
、
成
果
等
に
つ

い
て
意
見
を
述
べ
た
。

　
最
後
に
福
森
理
事
・
副
学
長
が
総

括
し
、
報
告
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

　
続
い
て
福
森
義
宏
理
事
（
社
会
貢

献
担
当
）・
副
学
長
が
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業

の
全
体
を
紹
介
し
、
ア
カ
デ
ミ
ア
部

門
副
部
門
長
の
佐
川
哲
也
教
授
、
地

域
ニ
ー
ズ
・
シ
ー
ズ
部
門
副
部
門
長

の
佐
無
田
光
教
授
、
イ
ン
テ
リ
ジ
ェン

ト
・
ラ
イ
フ
部
門
副
部
門
長
の
浅
野

秀
重
教
授
が
各
部
門
の
取
り
組
み
の

ま
と
め
を
報
告
し
た
。

　
地
域
志
向
教
育
研
究
に
採
択
さ
れ

た
34
件
の
成
果
が
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
形
式
で
紹
介
さ
れ
、
参
加
者
が
担

当
教
員
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け

る
姿
が
見
ら
れ
た
。

史
観
光
」（
地
域
人
材
ネ
ッ
ト
の
大
湯

章
吉
氏
）、「
繊
維
技
術
を
活
用
し
た

フ
ァッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
『
切
断
ヴ
ィ
ー
ナ

ス
シ
ョ
ー
』」（
石
川
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ツ

ア
ー
セ
ン
タ
ー
の
坂
井
さ
ゆ
り
氏
）。

　
第
二
部
で
は
、
第
一
部
の
事
例
報

告
を
も
と
に
、「
繊
維
産
業
」「
ト
レ

ジ
ャ
ー
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
」「
歴
史
観
光
」

「
障
害
攻
略
」
の
４
つ
の
分
科
会
が

開
か
れ
、
参
加
者
が
各
テ
ー
マ
で
町
の

さ
ら
な
る
活
性
化
に
向
け
て
意
見
を

出
し
合
っ
た
。

教
育・研
究・社
会
貢
献
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た

５
年
の
活
動
成
果
を
総
括

本
学
の
知
を
地
域
の
課
題
解
決
に
活
か
す

「
繊
維
が
つ
む
ぐ 

ま
ち・ひ
と・し
ご
と
」を
テ
ー
マ
に
討
議

「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業　
最
終
成
果
報
告
会
」を
開
催

「
金
沢
大
学
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
in
中
能
登
町
」を
開
催

はじめにあいさつする山崎光悦学長

研究成果をまとめたポスターに見入る参加者

トークリレーで意見を述べる5名の外部評価委員

分科会で活発に意見を交わす参加者
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